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亀澤 幸市さんさつま町柏原

　担当小学校
（柏原・流水・佐志・鶴田・求名・中津川・永野）

原囿 光博さんさつま町船木

　担当小学校
（盈進・山崎・白男川・平川・泊野・柊野・紫尾）

柏原小学校 校長

河原橋 和博 さん
■表紙の写真説明

２月号　目 次

　１月９日、宮之城総合運動公

園で開催された消防出初式に、

しび保育園、旭保育園、吉祥園

保育所、恵光保育園、つるだ同

朋保育園の５つの幼年消防クラ

ブが規律訓練を披露しました。

　可愛くも凛々しいその姿に観

客からは惜しみない拍手が贈ら

れました。

－平成23年消防出初式－

防火への誓い

02　地域で守れ！（スクールガード）

10　まちのニュース

07　パスポートの取り扱いについて

08　ていねいな子育てへの取り組み

06　さつま町成人式 

04　平成23年消防出初式

14　さつまエコアクションだより
　　こんにちは、保健師です

12　我が校の特色ある教育活動

13　川内川激特
　　鶴田ダム再開発速報

15　くらしの情報

17　がんばれ認定農業者

20　人・夢
　　休日在宅医・薬局

18　ひと仕事（さつまに生きる）

19　誕生・おくやみ
　　１歳で～す

関連記事 P4

　
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ

ー
の
役
割
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

担
当
す
る
学
校
の
訪
問
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
際
、
児
童
に
は 

「
人

気
の
な
い
と
こ
ろ
で
一
人
で
遊

ば
な
い
よ
う
に
」
「
見
え
な
い

と
こ
ろ
で
遊
ば
な
い
よ
う
に
」

な
ど
防
犯
上
の
話
を
し
ま
す
。

各
学
校
で
は
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を

凝
ら
し
て
児
童
の
安
全
安
心
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
寒
い
朝
、
半
ズ
ボ
ン
姿
の
児

童
が
し
て
く
れ
る
「
あ
い
さ

つ
」
や
お
礼
の
年
賀
状
な
ど
に

は
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
地
域
と
学
校
が
密
着

し
た
、
児
童
の
安
全
安
心
が
図

ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

２広報さつま３ 広報さつま

　
近
年
、
犯
罪
の
認
知
件
数
が

激
増
す
る
と
と
も
に
、
凶
悪

犯
・
粗
暴
犯
も
増
加
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
治
安
の
悪
化

が
憂
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
中
、
学
校
に
お
い
て
も

犯
罪
件
数
の
増
加
、
凶
悪
化
が

み
ら
れ
、
平
成
１１
年
に
発
生
し

た
京
都
市
立
日
野
小
学
校
に
お

け
る
児
童
殺
人
事
件
に
続
き
、

平
成
１３
年
６
月
に
は
、
大
阪
教

育
大
学
附
属
池
田
小
学
校
で
多

数
の
死
傷
者
を
出
す
事
件
が
発

生
す
る
な
ど
、
社
会
を
震
撼
さ

せ
る
凶
悪
事
件
も
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
は
他
人
事

で
は
な
く
、
い
つ
私
た
ち
の
地

域
で
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く
な

い
の
が
現
状
で
す
。

　
鹿
児
島
県
で
は
、
「
地
域
ぐ

る
み
学
校
安
全
推
進
モ
デ
ル
事

業
」
や
「
地
域
ぐ
る
み
学
校
安

全
体
制
推
進
事
業
」
な
ど
を
設

け
、
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
）
の
養
成

や
地
域
学
校
安
全
指
導
員
（
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
）

に
よ
る
学
校
の
巡
回
指
導
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
つ
ま
町
内
で
も
、
小
中
学

校
に
合
計
２
０
０
人
を
超
え
る

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
や
防
犯
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
、
日
々
子
ど
も
た

ち
の
登
下
校
を
見
守
っ
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。

　
登
下
校
時
の
「
あ
い
さ
つ
」

「
声
か
け
」
で
子
ど
も
達
と
心

を
通
わ
せ
る
こ
と
で
、
青
少
年

の
健
全
育
成
に
も
一
役
買
っ
て

い
ま
す
。

　
柏
原
小
学
校
区
の
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
に
は
日
頃
か
ら
児
童
の

安
全
安
心
の
た
め
に
活
動
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
、
学

校
・
保
護
者
一
同
感
謝
し
、
本

当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
方
々
が
登
下
校
時
の

立
哨
指
導
を
し
て
く
だ
さ
る
こ

と
で
、
顔
見
知
り
に
な
り
、
自

分
を
見
守
っ
て
く
れ
る
人
が
た

く
さ
ん
い
る
こ
と
を
理
解
し
、

感
謝
す
る
気
持
ち
や
、
あ
い
さ

つ
な
ど
日
々
成
長
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
今
で
は
、
登
下
校
す
る
児
童

の
様
子
か
ら
心
や
体
の
変
化
な

ど
に
気
づ
き
、
励
ま
し
の
声
か

け
な
ど
を
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
通

じ
て
児
童
と
親
密
に
な
る
こ
と

で
、
学
習
発
表
会
な
ど
の
学
校

行
事
に
も
参
加
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
本
校
区
で
は
不
審
者

な
ど
に
よ
る
声
か
け
事
案
が
一

件
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
も
成

果
の
現
れ
だ
と
感
謝
し
て
い
ま

す
。
　
今
後
も
地
域
と
学
校
が
連
携

し
た
児
童
の
健
全
育
成
が
図
ら

れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
地
元
で
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
「
京
友
会
自
主
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
」
の
代
表
を
務
め

て
い
ま
す
。

　
担
当
す
る
学
校
の
訪
問
を
す

る
際
に
、
防
犯
訓
練
や
消
火
訓

練
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
今
で
は
授
業
を
参
観
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
学
校
訪
問
な
ど
の
計
画
書
作

成
や
通
学
路
の
安
全
点
検
な
ど

を
行
な
う
時
は
、
自
衛
隊
で
経

験
し
た
こ
と
が
い
き
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
活
動
を
通
じ
て
感
じ
る

こ
と
は
「
高
齢
者
や
女
性
に
立

哨
し
て
も
ら
う
だ
け
で
犯
罪
の

抑
止
力
に
つ
な
が
る
」
「
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
へ
高
齢
者
の
加
入
が

少
し
ず
つ
増
え
て
活
性
化
に
つ

な
が
っ
て
い
る
」
こ
と
で
す
。

　
さ
ら
に
、
保
護
者
主
催
に
よ

る
、
児
童
・
保
護
者
・
学
校
関

係
者
を
交
え
た
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

と
の
交
流
会
も
開
催
し
て
い
ま

す
。
　
今
後
は
、
児
童
が
入
れ
替
わ

る
こ
と
に
よ
る
立
哨
場
所
の
検

討
を
進
め
な
が
ら
、
後
継
者
の

育
成
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

町内各地で行われている登下校指導の様子

本
町
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
の
紹
介

登
下
校
指
導
に
は

　
　
　
感
謝
す
る
ば
か
り

子
ど
も
達
に
元
気
を

　
　
　
も
ら
っ
て
い
ま
す

こ
の
活
動
が

地
域
や
高
齢
者
の

活
性
化
の
一
助
に
な
れ
ば

　
町
で
は
、
県
の
「
地
域
ぐ
る

み
学
校
安
全
体
制
推
進
事
業
」

の
補
助
を
受
け
な
が
ら
２
人
の

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー

を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。
主
な
活

動
は
、
担
当
の
小
学
校
の
巡
回

指
導
、
通
学
路
の
安
全
確
認
、

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
な
ど
と
連
携

し
た
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

児
童
・
生
徒
の

　
　
　
登
下
校
を
見
守
る

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
皆
さ
ん
が
活
躍
中
！

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
現
状

県
内
の
状
況

町
内
の
状
況

京
友
会
自
主
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が

文
部
科
学
大
臣
表
彰

　
平
成
１７
年
１２
月
か
ら
毎
日
交

替
で
、
柏
原
小
学
校
児
童
の

「
見
守
り
役
」
と
し
て
活
動
さ

れ
て
い
る
、
京
友
会
自
主
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
（
代
表
亀
澤
幸

市
氏
ほ
か
１４
人
）
が
、
そ
の
顕

著
な
活
動
が
認
め
ら
れ
、
文
部

科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

　
１２
月
１５
日
、
日
髙
町
長
か
ら

表
彰
状
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
　
京
友
会
で
は
、
廃
材
を
利
用

し
た
「
パ
ト
ロ
ー
ル
詰
所
」
を

設
置
さ
れ
、
児
童
の
下
校
時
の

安
全
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

町長室での伝達式後の様子

学
校
関
係
の
方
に
聞
き
ま
し
た
！

り
っ

し
ょ
う



４広報さつま５ 広報さつま

◎
鹿
児
島
県
消
防
協
会
精
績
章
（
30
名
）

（
勤
続
１５
年
以
上
の
者
）

▼
虎
居
分
団
　
宮
伸
一
郎
▼
川
原
分
団

久
木
留
哲
雄
▼
時
吉
分
団
　
堂
脇
正
明

▼
柊
野
分
団
　
別
府
幹
男
▼
船
木
分
団

別
府
充
幸
▼
二
渡
分
団
　
折
小
野
末
広

福
島
正
和
・
佐
藤
一
男
・
久
留
宏
宣
▼

久
富
木
分
団
　
田
原
俊
冶
・
中
野
秀
作

中
園
猛
・
梅
川
浩
之
・
今
増
俊
一
▼
平

川
分
団
　
野
村
明
弘
▼
白
男
川
分
団
　

久
德
忠
▼
泊
野
分
団
　
大
平
剛
司
▼
神

子
分
団
　
中
尾
英
樹
・
下
大
迫
廣
幸
▼

柏
原
分
団
　
中
村
浩
二
・
久
保
信
隆
▼

紫
尾
分
団
　
西
田
一
俊
・
内
村
久
生
・

山
之
口
愛
章
▼
永
野
分
団
　
松
山
明
浩

北
迫
和
人
▼
求
名
分
団
　
羽
有
郁
夫
・

上
井
光
晴
・
山
内
初
男
▼
中
津
川
分
団

木
下
好
司

◎
鹿
児
島
県
知
事
表
彰
（
９
名
）

（
勤
続
１０
年
以
上
の
者
）

▼
佐
志
分
団
　
楠
原
重
孝
▼
山
崎
分
団

田
上
勉
▼
二
渡
分
団
　
森
山
淳
也
▼
一

ツ
木
分
団
　
永
江
武
治
▼
泊
野
分
団
　

帖
佐
勝
彦
▼
鶴
田
分
団
　
東
郷
克
美
▼

柏
原
分
団
　
上
之
原
勝
己
・
中
村
幸
生

▼
求
名
分
団
　
川
内
優
紀

◎
消
防
庁
長
官
感
謝
状
（
10
名
）

（
１５
年
以
上
勤
続
し
て
退
職
し
た
者
）

▼
元
時
吉
分
団
　
嵐
能
雄
▼
元
二
渡
分

団
　
山
下
信
夫
・
祝
迫
茂
喜
▼
元
平
川

分
団
　
中
間
英
俊
▼
元
神
子
分
団
　
栗

野
則
幸
▼
元
柏
原
分
団
　
橋
口
兼
哉
・

佐
藤
光
明
▼
元
紫
尾
分
団
　
下
小
牧
隆

男
・
山
之
口
愛
章
▼
元
永
野
分
団
　
池

山
福
夫

◎
薩
摩
支
部
永
年
勤
続
表
彰
（
４
名
）

（
勤
続
年
数
２５
年
以
上
の
者
）

▼
湯
田
分
団
　
新
改
義
則
▼
鶴
田
分
団

萩
木
塲
畩
生
▼
神
子
分
団
　
栗
野
栄
進

▼
中
津
川
分
団
　
山
口
育
男

◎
薩
摩
支
部
永
年
勤
続
表
彰
（
７
名
）

（
勤
続
年
数
１５
年
以
上
の
者
）

▼
白
男
川
分
団
　
諏
訪
勉
▼
泊
野
分
団

川
平
光
広
▼
柏
原
分
団
　
中
島
幸
二
▼

紫
尾
分
団
　
上
之
原
主
弘
▼
求
名
分
団

竹
之
内
重
則
・
瀨
戸
繁
▼
中
津
川
分
団

永
江
正
伸

◎
さ
つ
ま
町
長
表
彰
（
11
名
）

（
勤
続
年
数
１０
年
以
上
の
者
）

▼
佐
志
分
団
　
楠
原
重
孝
▼
二
渡
分
団

森
山
淳
也
▼
一
ツ
木
分
団
　
永
江
武
治

▼
泊
野
分
団
　
帖
佐
勝
彦
▼
鶴
田
分
団

東
郷
克
美
▼
柏
原
分
団
　
上
之
原
勝
己

中
村
幸
生
・
片
野
博
光
▼
紫
尾
分
団
　

舟
倉
直
人
▼
求
名
分
団
　
川
内
秀
作
・

下
境
田
公
治

◎
さ
つ
ま
町
長
感
謝
状
（
15
名
）

（
１０
年
以
上
勤
続
し
て
退
職
し
た
者
）

▼
元
時
吉
分
団
　
嵐
能
雄
▼
元
二
渡
分

団
　
山
下
信
夫
・
祝
迫
茂
喜
・
三
谷
茂

就
▼
元
平
川
分
団
　
中
間
英
俊
▼
元
一

ツ
木
分
団
　
永
江
武
治
▼
元
白
男
川
分

団
　
上
野
与
一
▼
元
神
子
分
団
　
栗
野

則
幸
▼
元
柏
原
分
団
　
橋
口
兼
哉
・

佐
藤
光
明
・
山
口
広
幸
▼
元
紫
尾
分
団

下
小
牧
隆
男
・
山
之
口
愛
章
・
福
留
千

博
▼
元
永
野
分
団
　
池
山
福
夫

消
防
職
員
関
係
表
彰

◎
県
消
防
協
会
精
績
章

▼
消
防
士
長
　
外
越
正
樹
・
松
山
憲
隆

　
１
月
９
日
、
新
春
恒
例
の
「
消
防
出

初
式
」
が
宮
之
城
総
合
運
動
公
園
で
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
底
冷
え
の
す
る
寒
い
中
、

消
防
団
員
を
含
め
約
７
０
０
名
の
参
加

の
も
と
、
全
団
員
に
よ
る
分
列
行
進
や

宮
之
城
西
部
方
面
隊
に
よ
る
規
律
訓
練
、

町
内
５
つ
の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る

合
同
規
律
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ポ
ン
プ
操
法
で
は
昨
年
の
口

蹄
疫
で
操
法
大
会
が
中
止
と
な
り
出
場

で
き
な
か
っ
た
７
分
団
（
中
央
・
虎

居
・
湯
田
・
山
崎
・
平
川
・
泊
野
・
南

求
名
）
が
日
頃
の
訓
練
に
よ
っ
て
培
わ

れ
た
規
律
あ
る
消
防
操
法
を
披
露
し
ま

し
た
。

　
最
後
に
萩
木
塲
光
三
団
長
が
「
住
民

の
大
切
な
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、

な
お
一
層
訓
練
に
励
み
ま
す
」
と
答
辞

を
行
い
、
団
員
一
同
と
と
も
に
防
災
の

決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
今
回
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

◎
消
防
庁
長
官
永
年
勤
続
功
労
章
（
１
名
）

（
２５
年
以
上
そ
の
職
務
に
精
励
し
、
他

の
模
範
と
な
る
者
）

▼
消
防
団
長
　
萩
木
塲
光
三

◎
日
本
消
防
協
会
功
績
章
（
１
名
）

▼
消
防
団
長
　
萩
木
塲
光
三

◎
日
本
消
防
協
会
勤
続
章
（
２
名
）

（
勤
続
３０
年
以
上
の
者
）

▼
川
原
分
団
　
松
下
鉄
夫

▼
永
野
分
団
　
三
浦
次
雄

◎
鹿
児
島
県
消
防
協
会
功
績
章
（
９
名
）

（
勤
続
２０
年
以
上
の
者
）

▼
中
央
分
団
　
白
川
智
康
・
有
馬
隆

志
・
黒
木
淳
一
▼
虎
居
分
団
　
矢
野
秀

輝
▼
時
吉
分
団
　
東
義
弘
▼
柊
野
分
団

別
府
十
治
▼
神
子
分
団
　
下
大
迫
光
範

▼
紫
尾
分
団
　
下
小
牧
隆
男
▼
永
野
分

団
　
下
簗
敏
文

宮之城西部方面隊による規律訓練

きびきびとしたポンプ操法

高らかに鳴り響くラッパの吹鳴

火災を想定した放水演習

～災害のないまちづくりを誓う～～災害のないまちづくりを誓う～

平
成
23
年
消
防
出
初
式

平
成
23
年
消
防
出
初
式



６広報さつま７ 広報さつま

■申請・交付場所

役場 町民課 町民係（本庁のみの受付となります）

■取扱時間　

月～金曜日（土・日・祝日、 振替休日及び

年末年始休暇を除く）８時３０分から１７時１５分

まで

■対象者　

さつま町に住民登録をしている人

■申請から交付までの所要日数　

１０日間（土・日・祝日、振替休日及び年末年始休暇中の期間を除く)

■申請に必要な書類　

■手数料（申請時には、必要ありません。受領の際にご準備ください）　

■お問い合わせ先　町民課 町民係（内線２１２３・２１２４）

①一般旅券発給申請書　１通　(本庁・各支所町民係に備えてあります)

②戸籍謄（抄）本　    １通 （発行日から６か月以内のもの)

③写真（４.５㎝×３.５㎝）１枚 (規定が細かいので写真店でパスポート用として撮影してください） 

④本人確認のための書類 (運転免許証等)

⑤前回取得した旅券　（旅券の更新の場合)

※必要なものは申請の内容によって異なる場合がありますので、事前にお問い合わせください。

一般旅券

手 数 料

有効期間

１０年 ２０歳以上 14,000円分 16,000円分

11,000円分

6,000円分

9,000円分

4,000円分 2,000円分

2,000円分

2,000円分

１２歳以上

１２歳未満
５年

申請時の年齢 収入印紙 鹿児島県収入証紙 合　計

親族等の死亡等により

緊急に渡航する必要が

ある場合

外国での業務等により

早期に渡航する必要が

ある場合

さつま町以外に通勤

通学されている場合

かごしま県民

交流センター

通勤・通学先の

最寄りの県旅券

窓口

理　　由 旅券窓口の場所
　
１
月
４
日
、
町
成
人
式
が
宮
之
城
文
化
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
対
象
者
３
０
２
人
中
２
５
０
人
が
参

加
し
、
関
係
者
に
見
守
ら
れ
大
人
の
仲
間
入
り
の
祝
福

を
受
け
ま
し
た
。

　
今
回
の
成
人
式
は
、
15
人
で
組
織
さ
れ
た
実
行
委
員

会
が
運
営
し
、
昨
年
か
ら
仕
事
な
ど
の
合
間
に
何
回
も

話
し
合
い
を
行
い
、
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　
式
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
今
回
新
成
人
を
迎
え
、

東
京
で
専
門
学
校
や
音
楽
事
務
所
に
所
属
し
て
、
音
楽

活
動
を
し
て
い
る
、
圖
師
結
実
さ
ん
と
名
越
真
美
さ
ん

が
、
家
族
や
友
人
ら
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
と

２
曲
の
歌
を
披
露
し
成
人
式
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
恩
師
の
こ
と
ば
」
と
し
て
６
人
の
恩
師
の

方
々
が
新
成
人
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

オープニングを飾った、名越さん（左）と圖師さんのステージショー

お
祝
い
に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
恩
師
の
方
々

池
端 

良
治 

先
生

池
田 

圭
一 

先
生

下
馬
場
　
建 

先
生

岩
井
田
　
斉 

先
生

宮
下
　
徳
貴 

先
生

三
神
　
守 

先
生

当
時 

宮
之
城
中
学
校
３
年
１
組
担
任

現
在 

肝
付
町
立
内
之
浦
中
学
校
勤
務

当
時 

宮
之
城
中
学
校
３
年
２
組
担
任

現
在 

屋
久
島
町
立
小
瀬
田
中
学
校
勤
務

当
時 

宮
之
城
中
学
校
３
年
４
組
担
任

現
在 

徳
之
島
町
立
山
中
学
校
勤
務

当
時 

薩
摩
中
学
校
３
年
１
組
担
任

現
在 

鹿
児
島
市
立
武
岡
中
学
校
勤
務

当
時 

薩
摩
中
学
校
３
年
２
組
担
任

現
在 

伊
佐
市
立
菱
刈
中
学
校
勤
務

当
時 

山
崎
中
学
校
３
年
担
任

現
在 

さ
つ
ま
町
立
山
崎
中
学
校
勤
務

成人式実行委員会の実行委員長に
成人式を迎えての感想を聞きました

原
囿
　
佑
司
さ
ん

日
本
特
殊
陶
業
株
式
会
社
勤
務

　
実
行
委
員
の
協
力
や
町
事
務
局
の
サ

ポ
ー
ト
に
よ
り
成
人
式
を
盛
大
に
開
催

で
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
地
域
の
方
々
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
、
自
分
の
行
動
に
責
任

を
持
ち
立
派
な
大
人
に
な
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

【新成人の主張をした二人】

宮
里
　
亮
平
さ
ん

堂
園
　
舞
さ
ん

城
山
観
光
株
式
会
社
勤
務

平
成
23
年
成
人
式
実
行
委
員
長

ク
オ
ラ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

託
児
所
「
わ
ん
ぱ
く
キ
ッ
ズ
」
勤
務

大人の仲間入りを祝う！大人の仲間入りを祝う！

さつま町成人式さつま町成人式

■大切なお知らせです

４
月
１
日
か
ら
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
の

　
申
請
・
受
領
の
窓
口
は
役
場
に
な
り
ま
す

４
月
１
日
か
ら
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
の

　
申
請
・
受
領
の
窓
口
は
役
場
に
な
り
ま
す

　
町
で
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
、
４
月
１
日
か
ら
旅
券

（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
の
申
請
・
交
付
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
さ
つ
ま
町
の
方
は
、
北
薩
地
域
振
興
局
及
び
か
ご
し

ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口
を
は
じ
め
と
す
る
県
の
旅

券
窓
口
は
原
則
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
、
４
月
１
日
か
ら
旅
券

（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
の
申
請
・
交
付
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
さ
つ
ま
町
の
方
は
、
北
薩
地
域
振
興
局
及
び
か
ご
し

ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口
を
は
じ
め
と
す
る
県
の
旅

券
窓
口
は
原
則
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
県
の
旅
券
窓
口
は

　
原
則
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す

こ
れ
に
伴
い
、
県
の
旅
券
窓
口
は

　
原
則
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す

※ただし、次の場合は、これまでどおり県の窓口を
　利用できます。

ず  し



項
　
　
目

回
数

開
催
日
程

講　演　会実　習

発
達
障
害
に

関
す
る
こ
と

子
ど
も
の
発
達
に

関
す
る
こ
と

こ
と
ば
の
発
達
に

関
す
る
こ
と

遊
び
に
関
す
る

こ
と

離
乳
食
に
関

す
る
こ
と

１
回

①
11
月

①
12
月

②
２
月

③
３
月

①
１
月

①
３
月

①
２
月

３
回

１
回

１
回

１
回

８広報さつま９ 広報さつま

　
「
療
育
シ
ス
テ
ム
検
討
会
」
の
目
標

を
踏
ま
え
、
自
分
た
ち
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
の
た
め
に
国
の
補
助
金
を
利
用
し
、

次
の
よ
う
な
研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
講
演
会
の
講
師
は
、
そ
の
道
の
専
門

家
に
、
遠
く
は
東
京
都
か
ら
お
越
し
い

た
だ
き
、
最
新
の
情
報
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
早
い
段
階
か
ら
、
子
ど
も
の
気
に
な

る
行
動
を
発
見
し
、
そ
の
部
分
を
て
い

ね
い
に
関
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の

後
の
発
達
に
大
き
な
違
い
が
生
じ
る
だ

け
に
、
関
係
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
は
、

と
て
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
残
り
の

講
演
会
や
実
習
に
関
し
て
も
、
さ
ら
に

関
係
者
の
参
加
を
促
し
て
い
き
ま
す
。

　
前
述
し
ま
し
た
、
増
加
傾
向
に
あ
る

気
に
な
る
行
動
の
保
護
者
に
対
し
て

は
、
「
す
く
す
く
相
談
」
や
家
庭
訪
問

等
で
で
き
る
限
り
保
護
者
の
育
児
支
援

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
に
対
し
て
は
、
注
意

深
い
観
察
と
と
も
に
て
い
ね
い
な
関
わ

り
を
持
ち
な
が
ら
経
過
を
見
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

　
そ
の
経
過
を
見
る
場
の
一
つ
が
、
町

が
実
施
し
て
い
る
「
親
子
教
室
」
で

す
。
気
に
な
る
行
動
の
子
ど
も
は
も
ち

ろ
ん
、
早
く
か
ら
集
団
生
活
の
体
験
が

必
要
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
、
育
児
に
不

安
を
抱
え
る
保
護
者
等
、
親
子
教
室
へ

の
参
加
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
親
子
教
室
は
、
遊
び
を
通
し
て
子
ど

も
の
発
達
過
程
を
見
極
め
、
次
の
段
階

へ
と
つ
な
げ
ま
す
。

　
次
の
段
階
の
一
つ
が
、
療
育
施
設
で

す
。

　
今
ま
で
町
内
に
な
か
っ
た
療
育
施
設

の
一
つ 

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
、
す
で
に
町
内
で
福
祉
事
業
を
行
っ

て
い
る
、
社
会
福
祉
法
人
ク
オ
ラ
が
平

成
２３
年
度
か
ら
開
始
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
子
ど
も

の
一
人
ひ
と
り
の
発
達
過
程
を
さ
ら
に

見
極
め
、
て
い
ね
い
に
関
わ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
身
体
的
な
異
常
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
、
子
ど
も
は
遊
び
を
通
し
て
達

成
感
を
味
わ
い
、
発
達
の
弱
さ
や
苦
手

な
部
分
が
薄
ま
り
、
そ
の
子
ど
も
が
持

つ
本
来
の
力
が
伸
び
て
き
ま
す
。

　
保
育
園
や
幼
稚
園
よ
り
も
さ
ら
に
て

い
ね
い
な
関
わ
り
が
で
き
る
と
こ
ろ
で

す
。
　
保
護
者
も
、
就
学
な
ど
さ
ら
に
次
の

段
階
の
見
通
し
が
で
き
る
場
で
も
あ
り

ま
す
。

　
気
に
な
る
行
動
は
、
個
性
だ
と
考
え

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
個
性
が
成
長
す

る
う
え
で
障
害
と
な
っ
て
は
生
き
る
喜

び
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

　
個
性
が
障
害
と
な
る
こ
と
な
く
、
子

ど
も
が
本
来
持
つ
力
を
引
き
出
す
「
て

い
ね
い
な
子
育
て
」
を
家
庭
、
保
育

園
、
幼
稚
園
、
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等

地
域
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
な

時
代
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
子
育
て
に
関
係
す
る

者
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
十
分
に

発
揮
す
る
と
と
も
に
、
連
携
を
密
に
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
豊
か
な
個
性
あ
ふ

れ
る
子
ど
も
達
を
育
て
た
い
と
考
え
ま

す
。
　
今
後
も
「
発
達
支
援
」
に
関
す
る
取

り
組
み
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

　
町
で
は
、
次
の
よ
う
な
乳
幼
児
の
健

康
診
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
医
師
・
歯
科
医
師
・
保
健
師
・
助
産

師
・
看
護
師
・
栄
養
士
・
歯
科
衛
生

士
・
心
理
判
定
士
等
、
健
康
診
査
の
種

類
に
応
じ
て
専
門
家
を
配
置
し
、
保
護

者
の
育
児
支
援
や
子
ど
も
の
発
育
発
達

の
観
察
・
異
常
の
早
期
発
見
に
努
め
て

い
ま
す
。

　
最
近
、
健
診
会
場
で
、
気
に
な
る
行

動
の
保
護
者
や
子
ど
も
が
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　
保
護
者
に
関
し
て
は
、
「
子
ど
も
を

ど
う
育
て
て
良
い
か
わ
か
ら
な
い
」

「
子
ど
も
が
か
わ
い
く
な
い
」
等
の
声

が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
子
ど
も
に

関
し
て
は
、
笑
わ
ず
表
情
の
な
い
子
ど

も
、
落
ち
着
き
が
な
い
子
ど
も
、
親
を

求
め
な
い
子
ど
も
、
言
葉
が
遅
い
子
ど

も
等
で
す
。

　
特
に
、
子
ど
も
の
場
合
、
就
学
後
や

大
人
に
な
っ
て
か
ら
、
集
団
生
活
を
送

る
う
え
で
支
障
を
き
た
す
恐
れ
の
あ
る

発
達
の
偏
り
に
つ
な
が
る
た
め
、
注
意

深
い
観
察
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
一
回
の
健
康
診
査
だ
け
で

判
断
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
日
常
的

に
支
障
は
な
い
か
、
発
達
の
妨
げ
と
な

る
も
の
は
な
い
か
等
の
普
段
の
観
察
も

大
事
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
平
成
22
年
７
月
末
か

ら
６
回
、
町
内
の
保
育
所
・
幼
稚
園
の

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
の
代
表
、
保
護

者
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

「
療
育
シ
ス
テ
ム
検
討
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
目
的
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
発

達
過
程
に
お
け
る
特
別
な
関
わ
り
や
て

い
ね
い
な
支
援
が
必
要
な
乳
幼
児
に
対

し
て
、
そ
の
乳
幼
児
の
持
つ
可
能
性
を

広
げ
る
た
め
に
、
早
期
に
発
見
し
、
専

門
の
療
育
機
関
に
お
い
て
早
期
か
ら
支

援
す
る
療
育
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ

と
で
し
た
。

　
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
検
討

を
進
め
、
最
後
に
、
目
標
と
し
て
主
に

次
の
よ
う
な
項
目
が
あ
が
り
ま
し
た
。

・
信
頼
関
係
を
築
き
、
保
護
者
と
情
報

交
換
を
し
、
そ
の
子
の
育
ち
を
共
有

す
る

・
町
、
保
育
所
、
療
育
機
関
と
の
情
報

の
共
有･

連
携
を
図
る

・
そ
の
子
に
必
要
な
具
体
的
な
支
援
を

考
え
実
行
す
る

・
就
学
に
際
し
、
学
校
や
教
育
委
員
会

へ
保
護
者
の
気
持
ち
を
伝
え
、
調
整

す
る

・
子
ど
も
の
関
わ
り
方
を
専
門
的
に
学

び
、
自
分
た
ち
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

図
る

健 

診 

等 

名

す
く
す
く
相
談

４
～
５
か
月
児
健
診

９
～
11
か
月
児
健
診

１
歳
６
か
月
児
健
診

２
歳
６
か
月
児
歯
科
健
診

３
歳
児
健
診

毎
月
１
回

毎
月
１
回

毎
月
１
回

随
時
毎
月
１
回

毎
月
１
回

回
　
数

乳
幼
児
健
康
診
査
等
の
実
施

気
に
な
る
行
動
の
増
加

関
係
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

【
平
成
22
年
度
研
修
計
画
】

気
に
な
る
行
動
の
そ
の
後

町
内
に
療
育
施
設
が
開
設

今
後
の
展
開

「
療
育
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　
検
討
会
」
の
実
施

　町では、「子ども健やか育成宣言」のもと町内の全ての子どもが、安心して生活する

ことができ、個性豊かに成長することを願って様々な事業を行っていますが、今回は、

乳幼児の“発達支援”に対する取り組みについてご紹介します。

※
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
は

　
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、
心

身
の
発
達
に
心
配
の
あ
る
お
子
さ
ん

に
対
し
て
、
通
所
事
業
を
通
し
て
、

お
子
さ
ん
が
持
っ
て
い
る
力
を
十
分

に
引
き
出
し
、
運
動
面
、
精
神
面
の

発
達
を
促
し
、
生
活
す
る
力
が
身
に

つ
く
よ
う
に
援
助
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　 

（
豊
島
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）

発達障害に関する講演会の実施風景
（平成22年11月23日)

４～５か月児健康診査風景（平成22年６月）
この日からブックスタート事業がはじまりました

『ていねいな子育て』への取り組みに向けて

～全ての子どもが安心して成長することを願って～

※
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鶴
田
区
鬼
火
た
き

永
野
小
学
校
で
餅
つ
き
大
会

中
央
公
民
会
餅
つ
き
大
会

鬼
火
た
き
＋

花
火
の
コ
ラ
ボ

宮
之
城
暮
市

お
話
の
部
屋
ス
ペ
シ
ャ
ル

介
護
予
防
教
室
閉
講
式

多
く
の
人
で
賑
わ
う

「
さ
つ
ま
の
日
」
の
活
動
を
実
践
！

北
薩
地
区
子
ど
も
会
大
会

　
　
　
　
創
作
活
動
大
会

あ
つ
ま
れ
!
北
薩
っ
子

湯
田
区
営
温
泉

冬
至
の
日
に
、
ゆ
ず
湯

　
１２
月
１９
日
、
永
野
小
学
校
で

は
、
さ
つ
ま
の
日
（
第
３
土
曜

日
…
青
少
年
育
成
の
日
、
第
３

日
曜
日
…
家
庭
の
日
）
に
あ
わ

せ
て
、
学
習
農
園
で
収
穫
し
た

も
ち
米
を
使
っ
て
餅
を
つ
き
、

地
域
の
方
々
へ
配
り
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
５
・
６
年
生
１４

人
と
保
護
者
で
１０
升
の
も
ち
米

を
使
い
、
主
に
餅
つ
き
機
を
使

っ
て
の
餅
つ
き
で
し
た
が
、
２

升
ほ
ど
は
昔
な
が
ら
の
石
臼
で

保
護
者
と
と
も
に
賑
や
か
に
餅

を
つ
き
あ
げ
ま
し
た
。

　
近
ご
ろ
で
は
、
家
庭
で
の
餅

つ
き
の
体
験
が
少
な
く
餅
を
丸

め
る
の
に
も
ひ
と
苦
労
の
子
ど

も
た
ち
で
し
た
が
、
保
護
者
に

教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
１
個

ず
つ
丁
寧
に
丸
め
て
、
約
５
０

０
個
の
丸
餅
が
で
き
あ
が
り
ま

し
た
。

　
で
き
あ
が
っ
た
餅
は
子
ど
も

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
書
い
た
手

紙
を
添
え
て
、
日
ご
ろ
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
地
域
の
お
年
寄

り
や
子
ど
も
１
１
０
番
・
見
守

り
隊
の
方
々
の
家
を
保
護
者
と

と
も
に
訪
問
し
て
手
渡
し
、
喜

ば
れ
ま
し
た
。

　
１２
月
１８
日
、
北
薩
地
区
子
ど

も
会
大
会
・
創
作
活
動
大
会
が

薩
摩
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、
４
５
２
人
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
北
薩
地
区
の
青
少

年
の
交
流
を
通
し
て
、
郷
土
愛

や
地
域
活
動
へ
の
意
欲
、
他
者

へ
の
優
し
さ
な
ど
を
育
む
と
と

も
に
、
各
市
町
の
子
ど
も
会
活

動
の
充
実
を
図
る
た
め
開
催
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　
錦
光
保
育
園
児
に
よ
る
真
剣

な
表
情
の
中
に
か
わ
い
ら
し
さ

の
残
る
和
太
鼓
演
奏
に
始
ま

り
、
青
少
年
の
健
全
育
成
や
地

域
の
活
性
化
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
る
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ

た
子
ど
も
会
の
個
人
・
団
体
の

表
彰
や
各
子
ど
も
会
の
活
動
発

表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
創
作
活
動
大
会
で
は
、
風
船

を
巧
に
操
る
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

に
親
子
で
挑
戦
し
ま
し
た
。
空

気
を
入
れ
た
風
船
を
ひ
ね
っ
た

り
、
む
す
ん
で
連
結
さ
せ
た
り

し
て
自
分
の
好
き
な
動
物
を
作

っ
て
い
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
子

ど
も
た
ち
の
活
動
で
し
た
の

で
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
風
船
の
割

れ
る
音
が
し
、
そ
の
度
に
歓
声

が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ

ー
ク
ラ
ブ
「
ほ
た
る
」
の
メ
ン

バ
ー
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

参
加
し
、
受
付
や
進
行
等
に
精

一
杯
協
力
し
て
く
れ
、
大
会
を

盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
佐
志
保
育
園
に
人
権
活
動
の

交
流
と
し
て
「
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
ま
も

る
君
」
と
「
あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
」

が
登
場
し
ま
し
た
。
（
写
真
右
）

　
流
水
小
学
校
で
は
全
校
児
童

が
参
加
す
る
初
め
て
の
人
権
教

室
が
開
催
さ
れ
み
ん
な
で
人
権

に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　
記
念
に
「
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
ま
も
る

君
」
と
「
あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
」
の

マ
ス
コ
ッ
ト
人
形
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　
山
崎
中
学
校
で
は
、
全
国
中

学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
鹿

児
島
県
大
会
で
奨
励
賞
を
受
賞

し
た
折
小
野
美
鈴
さ
ん
に
、
川

内
法
務
局
長
か
ら
表
彰
状
が
渡

さ
れ
ま
し
た
。
（
写
真
左
）

　
同
じ
く
奨
励
賞
を
鶴
田
中
学

校
の
柳
田
彩
華
さ
ん
、
小
学
生

奨
励
賞
に
佐
志
小
学
校
の
永
野

明
里
さ
ん
、
川
内
人
権
擁
護
委

員
協
議
会
奨
励
賞
に
鶴
田
小
学

校
の
三
角
花
穂
さ
ん
が
そ
れ
ぞ

れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
月
７
日
、
鶴
田
区
内
の
水

田
で
恒
例
の
「
鬼
火
た
き
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
以
前
は
各
公
民
会
単
位
で
行

っ
て
い
た
も
の
を
、
鶴
田
区
の

地
域
活
動
支
援
事
業
の
一
環
と

し
て
行
い
、
昨
年
の
う
ち
か

ら
、
子
ど
も
会
を
中
心
に
区
民

に
呼
び
か
け
て
準
備
を
行
い
ま

し
た
。

　
寒
風
の
吹
く
会
場
で
は
、
豚

汁
も
振
舞
わ
れ
、
参
加
者
は
体

を
温
め
て
い
ま
し
た
。

　
「
昨
年
は
、
家
畜
伝
染
病
な

ど
の
影
響
で
イ
ベ
ン
ト
の
中
止

な
ど
が
相
次
い
だ
。
今
年
は
明

る
く
行
こ
う
」
と
、
例
年
の
鬼

火
た
き
に
加
え
て
花
火
の
打
ち

上
げ
を
計
画
。
参
加
者
は
冬
の

夜
空
の
大
輪
の
花
に
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　
宮
之
城
暮
市
が
１２
月
２７
日
、

盈
進
小
学
校
前
町
道
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
通
り
は
、
多
く
の
露
店
が
連

な
り
、
ま
た
、
宮
之
城
屋
地
と

虎
居
商
店
街
で
は
、
百
縁
祭

（
百
円
商
店
街
）
も
催
さ
れ
、

多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
一
角
で
は
、
さ
つ
ま
警
察
署

が
白
バ
イ
の
展
示
を
行
い
、
親

子
連
れ
が
子
ど
も
用
の
制
服
や

帽
子
を
試
着
し
て
、
写
真
撮
影

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ほ
が
ら
か
に
、
う
れ
し
く

楽
し
く
、
か
が
や
く
人
生
を

送
る
た
め
に
、
つ
づ
け
て
元

気
な
高
齢
者
を
目
指
し
、
お

よ
そ
３
ヶ
月
間
の
介
護
予
防

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
教
室
は
健
康
診
断
な
ど
の

結
果
か
ら
対
象
と
な
る
方
々

が
、
介
護
を
受
け
ず
に
自
立

し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。

　
は
つ
ら
つ
運
動
教
室
（
運

動
）
、
す
こ
や
か
食
習
慣
教

室
（
栄
養
）
、
い
き
い
き
か

む
か
む
教
室
（
口
腔
）
の
３

つ
の
教
室
が
鶴
田
保
健
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
６６
歳
か

ら
８９
歳
ま
で
の
方
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

　
教
室
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
は
、
と
て
も
若
々
し
く
、

笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
一
段
と
元

気
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

　
お
話
し
の
部
屋
ス
ペ
シ
ャ
ル

が
１２
月
２５
日
、
屋
地
楽
習
館
で

開
催
さ
れ
、
保
育
園
児
、
学
童

ク
ラ
ブ
の
児
童
及
び
親
子
連
れ

等
約
１
１
０
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
子
ど
も
た

ち
に
大
型
絵
本
、
紙
芝
居
等
を

通
じ
て
読
書
の
楽
し
み
を
伝
え

る
こ
と
を
目
的
に
年
３
回
図
書

室
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
の
他
に
ハ
ン
ド
ベ
ル
、
手
品

等
や
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
登
場

も
あ
り
、
子
ど
も
達
が
目
を
輝

か
せ
て
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
屋
地
楽
習
館
図
書
室

で
は
、
第
２
・
４
土
曜
日
に
午

前
１０
時
３０
分
か
ら
お
話
の
部
屋

と
し
て
、
ビ
デ
オ
シ
ア
タ
ー
と

読
み
聞
か
せ
を
開
催
し
て
い
ま

す
の
で
、
是
非
の
ぞ
い
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　
１２
月
２２
日
と
２３
日
、
湯
田
区

営
温
泉
で
は
、
浴
槽
が
約
５
，

０
０
０
個
の
「
ゆ
ず
」
で
埋
め

尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
管
理
人
の

得
永
明
弘
さ
ん
は
「
来
場
さ
れ

る
皆
さ
ん
が
喜
ん
で
く
だ
さ
る

の
で
や
っ
て
い
ま
す
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。
　

　
１２
月
１９
日
、
宮
之
城
屋
地
区

の
中
央
公
民
会
で
、
餅
つ
き
大

会
が
あ
り
、
地
域
の
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
や
日
髙
町
長
ら
も

参
加
し
、
餅
つ
き
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　
つ
き
あ
が
っ
た
餅
に
は
、
あ

ん
こ
が
詰
め
ら
れ
、
地
域
に
あ

る
大
前
神
社
へ
供
え
ら
れ
、
地

域
の
み
ん
な
で
年
の
瀬
を
祝
い

ま
し
た
。

真冬の夜空を彩る花火風船バルーンアートに挑戦！

真剣な表情で聞き入る子ども達

できあがった餅を配る子ども達

うまくつけたかな？

佐志保育園児と記念撮影

表彰状を受け取る山崎中学校　折小野さん（左）

人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
ま
も
る
君
と
あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
登
場

人
権
週
間
の
行
事
い
ろ
い
ろ

たくさんの人通りで賑わう暮市

修了証を手にする参加者



鶴 田 小 学 校

白 男 川 小 学 校

⑤

①

【国土交通省関連工事】

　　　　  　　　(平成23年１月10日現在)

≪激特事業関連工事　計29件≫

①湯田地区

　・築堤護岸工事(３件)・樋門工事(１件)

②虎居地区

　・築堤護岸工事(11件)

③推込地区

　・分水路掘削工事(５件)

　・河道内掘削工事(１件)

④二渡地区

　・築堤工事(６件)・樋門工事（２件）

　　　　　　　　　　　　　　　　

≪鶴田ダム再開発事業関連工事　計４件≫

⑤神子地区

　・工事用道路関連工事(３件)

　・法面処理工事(１件)

【北薩地域振興局関連工事】

　　（平成23年１月10日現在）

⑥柏原地区

　・夜星川橋工事（２件）

　・護岸・取付道路工事（３件）

②虎居地区、宮之城屋地地区

　・宮都大橋工事（７件）

⑦山崎地区

　・護岸・道路取付工事（７件）

　・東橋工事（３件）

　・山崎橋工事（５件）

７

４

３

２

６

鶴田ダム

《今月の現場写真》

新屋道治 校長

吉 多津也 校長

川内川激特・鶴田ダム再開発速報川内川激特・鶴田ダム再開発速報

柏原橋

湯田地区中流築堤護岸工事
【施工業者：(株)北原組】

湯田地区上流築堤護岸工事
【施工業者：薩摩建設(株)】

湯田地区築堤護岸工事
【施工業者：(株)北原組】

湯田第三樋門新設その他工事
【施工業者：(株)植村組】

川
内
川
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我
が
校
の
特
色
あ
る
教
育
活
動

　
町
内
の
小
中
学
校
で
は
、
ど
の
学
校
も
町
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を

踏
ま
え
た
特
色
あ
る
教
育
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
各
学
校
の
取
り
組
み
を
、
毎
月
２
校
ず
つ
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
月
は
、
鶴
田
小
学
校
と
白
男
川
小
学
校
で
す
。

学校紹介
シリーズ
⑤

　湯田地区では４工事（築堤工事３件、樋門工事１件）が鋭意施工中であり、

平成２３年３月までに施工完了を予定しています。

　近隣住民の方々には騒音・振動等で大変ご迷惑をおかけしておりますが、工

事完了までご協力をお願いいたします。

工事に伴う交通規制などについて(お願い)
激特工事により、工事箇所周辺の町道などで通行止めや混雑が予想されます。
安全を第一に工事を進めてまいりますので、ご協力をお願いします。

工事に伴う交通規制などについて(お願い)
激特工事により、工事箇所周辺の町道などで通行止めや混雑が予想されます。
安全を第一に工事を進めてまいりますので、ご協力をお願いします。

「
思
考
力
・
表
現
力
」
の
育
成
を

本
年
度
の
テ
ー
マ
と
し
、
全
職
員

で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
子
ど
も

一
人
一
人
が
自
分
の
考
え
を
発
表

用
の
黒
板
に
書
き
、
そ
れ
を
用
い

て
全
員
が
発
表
し
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
自
分
の
考
え
と
比
較
し

た
り
、
関
連
付
け
を
し
た
り
し
な

が
ら
確
か
な
学
力
を
獲
得
し
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、
学
力
の
根
底
に
あ
る
基

礎
基
本
の
定
着
の
た
め
に
、
朝
の

活
動
の
中
に
、
漢
字
や
計
算
、
視

写
や
音
読
、
そ
し
て
社
会
の
練
習

問
題
を
取
り
組
む
時
間
を
設
定
し

て
い
ま
す
。

　
本
好
き
な
子
ど
も
を
育
て
る
た

め
に
、
朝
の
活
動
の
中
に
、
読
書

タ
イ
ム
や
職
員
に
よ
る
読
み
聞
か

せ
の
時
間
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

図
書
委
員
会
の
子
ど
も
た
ち
も
自

主
的
に
毎
月
２３
日
の
昼
休
み
に
全

児
童
へ
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
も
連
携
し
、

屋
地
楽
習
館
で
親
子
読
書
会
を
開

い
た
り
、
授
業
参
観
後
に
親
子
読

書
タ
イ
ム
を
設
定
し
た
り
し
て
い

ま
す
。
校
区
内
に
あ
り
ま
す
浅
井

野
集
落
で
は
朝
読
み
放
送
が
４３
年

間
続
い
て
お
り
、
新
聞
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ

で
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
教
職
員
と
し
て
資
質
向
上
を
め

ざ
し
全
職
員
に
よ
る
研
究
授
業
や

ま
と
め
１０
分
を
大
事
に
す
る
授
業

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
読
書
活
動
を
推
進
し
、
職

員
や
保
護
者
に
よ
る
読
み
聞
か
せ

を
定
期
的
に
行
い
学
習
へ
の
関

心
・
意
欲
を
高
め
て
い
ま
す
。

　
い
じ
め
問
題
を
考
え
る
一
環
と

し
て
９
月
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
道
徳
の

授
業
を
全
学
級
公
開
し
て
い
ま

す
。
朝
の
立
哨
指
導
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

員
が
平
成
９
年
度
（
県
北
西
部
地

震
）
以
降
毎
日
続
け
て
い
ま
す

が
、
校
区
一
体
と
な
っ
た
あ
い
さ

つ
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
町
内
唯
一
の
幼
小
併
設
校
と
し

て
、
幼
保
小
連
絡
会
の
充
実
を
図

っ
て
い
ま
す
。
幼
稚
園
と
合
同
行

事
の
実
施
や
生
活
科
・
総
合
等
で

ふ
れ
あ
い
活
動
を
定
期
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
の
た
め
、

紫
尾
・
柏
原
・
流
水
と
合
同
で
四

小
学
校
６
年
生
の
交
流
会
を
計
画

し
た
り
、
鶴
田
中
学
校
区
連
絡
協

議
会
に
お
い
て
授
業
を
通
し
た
共

同
研
究
や
共
通
テ
ス
ト
等
を
実
施

し
た
り
し
て
い
ま
す
。
大
運
動
会

や
「
す
く
す
く
た
け
の
こ
の
集

い
」
等
で
は
中
学
生
と
の
交
流
活

動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
児
童
の
健
全
育
成
や
気
力
・
体

力
の
充
実
の
た
め
、
学
校
生
活
ア

ン
ケ
ー
ト
を
は
じ
め
家
庭
や
児
童

本
人
に
も
調
査
し
て
い
ま
す
。
実

態
把
握
を
確
実
に
行
い
、
必
要
に

応
じ
て
即
時
対
応
し
ま
す
。

　
さ
つ
ま
の
日
（
第
３
土
・
日
）

を
中
心
に
各
家
庭
で
「
に
こ
に
こ

家
族
会
議
」
と
称
し
て
話
し
合
っ

た
こ
と
を
実
践
し
ま
す
。
こ
の
実

践
を
基
に
学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
情
報
交

換
し
た
り
、
学
校
保
健
委
員
会
で

テ
ー
マ
に
添
っ
た
改
善
策
を
検
討

し
た
り
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
基

本
的
生
活
習
慣
の
確
立
に
努
め
て

い
ま
す
。

■お問い合わせ先■
●国土交通省川内川河川事務所　　℡(0996)22-3271 　
　激特事業に関すること　　　　　　　　工務課　志賀　三智
　鶴田ダム再開発事業工事に関すること　工事課　猪野和歌人
　激特事業工事に関すること　　　宮之城出張所　宇都　薫
　　　　　　　　　　　　　　　　℡(0996)53-1756

●鹿児島県北薩地域振興局　建設部 
　河川港湾課　河川砂防第２係 係長 木佐貫浄治
　　　　　　　　　　　　　 ℡(0996)23-5151

児
童
111
人
　
７
学
級
　
職
員
15
人
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
85
戸

校
訓
　
「
か
し
こ
く 

や
さ
し
く 

た
く
ま
し
く
」

本
校
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「
花
い
っ
ぱ
い
　
歌
い
っ
ぱ
い
　
お
話
い
っ
ぱ
い
の
学
校
　
鶴
田
小
学
校
」

児
童
26
人
　
３
学
級
　
職
員
９
人
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
17
戸

校
訓
　
「
や
さ
し
く
　
か
し
こ
く
　
た
く
ま
し
く
」

本
校
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「
教
児
共
に
響
き
・
感
動
し
・
響
き
合
う
白
男
川
」

１
　
「
思
考
力
・
表
現
力
」
を
高
め
，
学
力
向
上
を
図
る
学
習
指
導

２
　
本
好
き
な
子
ど
も
を
育
て
る
読
書
活
動

３
　
白
男
川
小
な
ら
で
は
の
文
化
活
動

　
校
区
に
は
「
鷹
踊
り
」
や
「
秋

津
舞
」
な
ど
の
伝
統
文
化
が
残
さ

れ
て
お
り
、
３
年
生
以
上
の
子
ど

も
た
ち
が
鷹
踊
り
の
伝
統
芸
能
に

取
り
組
み
、
区
の
夏
祭
り
や
運
動

会
で
披
露
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
校
に
は
和
太
鼓
少
年

団
が
あ
り
週
一
回
の
練
習
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
現
在
４
曲
を
習

得
し
、
毎
年
秋
に
は
和
太
鼓
ジ
ュ

ニ
ア
コ
ン
ク
ー
ル
の
県
大
会
に
も

出
場
し
て
い
ま
す
。

１
　
「
学
力
・
道
徳
向
上
宣
言
」

２
　
「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」
運
動
の
推
進

３
　
「
幼
・
保
・
小
」
及
び
「
小
・
中
」
一
貫
教
育
の
推
進

場所：湯田地区



■くらしの情報 ●お問い合わせ：さつま町役場　ＴＥＬ(５３)１１１１　ＦＡＸ(５２)３５１４

さ
つ
ま
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
だ
よ
り

さ
つ
ま
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
だ
よ
り
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線
２
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消
防
本
部

　
　
　
（
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）
０
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１
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広　告

スタンプを貼り終えた台紙に、貼ってご利用ください。
このシールを貼ってある台紙はスタンプシールをプラス
１０枚差し上げます。

広　告

(H23.1.18～)

診療科

内　科

内　科

神野

益崎

緒方

吉松

平川

林田 平木 林田 林田

平川 平川 平川

吉松 吉松 吉松

緒方 緒方 緒方 大学

益崎 益崎

福岡 早川

倉元倉元 倉元

堀之内
(第2・第4)

益崎

神野 神野 神野

宮原

宮原

宮原

花田 花田 花田
交代制

神経内科

救急科

循環器内科

消化器内科

外　科

整形外科

泌尿器科

放射線科

月 火 水 木 金 土

＊健診(人間ドック)、循環器内科、泌尿器科は予約制です。(TEL0996-53-0326)

スタンプシール

有効期限

平成23年２月28日

プラス

１０枚

キ 

リ 

ト 

リ 

線

薩摩郡医師会病院診療案内

台紙２冊で
タクシーチケット
1500円分と交換

３月12日

九州新幹線

全線開通に
あわせて

博多⇔鹿児
島

往復チケット
と

交換！！

詳しくは、３
月５日の

折込チラシで
！！

台紙５冊で
新幹線

川内⇔鹿児島
(往復)と交換
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前
回
に
引
き
続
き
、
省
エ
ネ
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

冬
場
、
足
元
を
暖
め
て
く
れ
る
電

気
カ
ー
ペ
ッ
ト
で
・
・
・

①
３
畳
用
を
１
日
５
時
間
使
用
し
、

設
定
温
度
を
「
強
」
か
ら
「
中
」

に
し
た
場
合
で
は
、
ど
の
く
ら
い

省
エ
ネ
に
な
る
で
し
ょ
う
か
？

②
室
温
が
20
℃
の
と
き
、
設
定
温

度
が
「
中
」
の
状
態
で
１
日
５
時

間
使
用
し
た
場
合
、
３
畳
用
と
２

畳
用
で
は
、
ど
の
く
ら
い
省
エ
ネ

に
な
る
で
し
ょ
う
か
？

省
エ
ネ
ク
イ
ズ

　
～
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
編
～

答え！

①年間で185.97kWhの電気量の省エネにつながり、約4,090円の節約になります。

②年間で89.91kWhの電気量の省エネにつながり、約1,980円の節約になります。

　ちなみに、電気こたつも1日5時間使用し、設定温度を「強」から「中」に下

げた場合では、年間で48.95kWhの電気量の省エネとなり、約1,080円の節約に

なります。

　最低限の設定温度にし、カーペット全面を暖めるのではなく、人のいない部分は暖めないようにする

ことで、少しずつですが省エネは可能となります。

＜省エネヒント＞

寒い冬も"必要最低限の温度と広さ"で乗り切りましょう！

出典:(財）省エネルギーセンター「家庭の省エネ大辞典２０１０年度版」

　本町における国保加入者の特定健診対象者は4,880人で健診受診率40.7％でした。健診受診者のうち

13％は生活習慣病予防として生活改善の必要な人です。　国民栄養調査によると男性５人に１人、女性

７人に１人が高血圧症であり、男女とも７０歳以上では３割が高血圧症といわれます。

　生活習慣改善による血圧をさげるための方法は、肥満解消、減塩・カリウム摂取、節酒、運動の４つ

であることは国際高血圧学会でも認められています。町では、生活習慣改善項目（脂質・糖・血圧）ご

とに「からだ改善教室」として「何を減らす」「何を替える」など食生活の落とし穴について楽しく学

習する教室を平成23年度に計画しています。家族の健康をつかむカギは調理をする人の工夫にもありま

す。年に１回の健診受診で体の健康度を知り快適な生活を続けるためのからだづくりをしましょう。

こんにちは保健師ですこんにちは保健師ですこんにちは保健師です 健康さつま21 

～快適な生活を続けるために　高血圧予防～

☆血圧を下げるための４本柱

①肥満解消　ＢＭＩ＝22を目標に！　ＢＭＩ指数＝体重（ｋｇ）÷（身長（ｍ））
２

②節酒　適量とは焼酎で１日０．５合（ビール大瓶１本、日本酒１合）です。

③減塩・カリウム摂取

　材料の風味を生かし、薄味を楽しむようにしましょう。

　新鮮な野菜や果物でカリウムを多くとりましょう。食塩は１日６～7ｇが目標です。

④運動　にこにこペースで早歩きしましょう。１日１万歩を目標に。

●
年
金
相
談

　
年
金
加
入
記
録
や
受
給
手

続
き
な
ど
に
つ
い
て
の
『
移

動
年
金
相
談
所
』
を
開
設
し

ま
す
。

　
相
談
に
は
、
川
内
年
金
事

務
所
の
職
員
が
応
じ
ま
す
の

で
、
年
金
の
請
求
手
続
き
及

び
質
問
や
相
談
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
年
金
手
帳
・
年

金
証
書
・
印
鑑
な
ど
の
関
係

書
類
を
も
っ
て
お
越
し
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
代
理
の
場
合

は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。

　
尚
、
平
成
２３
年
４
月
以
降

は
完
全
予
約
相
談
と
な
り
ま

す
。
○
日
時
＝
２
月
１６
日
（
水
）

　
午
前
１０
時
～
午
後
３
時

○
場
所
＝
宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

■
学
生
納
付
特
例
の
手
続
き

は
お
済
み
で
す
か
？

　
学
生
納
付
特
例
制
度
と
は
、

前
年
所
得
が
一
定
以
下
で
あ

る
２０
歳
以
上
の
学
生
の
方
が

申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制

度
で
す
。
（
年
度
毎
に
申
請

を
行
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
）

　
こ
れ
は
、
将
来
、
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
こ
と
や
、
不
慮
の
事
故

等
に
よ
り
重
い
障
害
が
残
っ

て
し
ま
っ
た
場
合
に
、
障
害

基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
こ
と
等
を

防
止
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
こ
の
申
請
が
承
認
さ
れ
る

と
、
平
成
２２
年
度
の
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
ま
す
。

　
平
成
２２
年
度
の
申
請
手
続

き
が
ま
だ
の
方
は
年
金
手

帳
、
学
生
証
を
お
持
ち
の
う

え
、
役
場
の
窓
口
か
川
内
年

金
事
務
所
窓
口
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

■
国
民
年
金
の
手
続
き
を
お

忘
れ
な
く
！

　
会
社
を
退
職
さ
れ
た
と
き

は
国
民
年
金
の
届
出
が
必
要

で
す
。

　
２０
歳
以
上
６０
歳
未
満
の
方

は
、
国
民
年
金
へ
の
加
入
が

法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
会
社
を
退
職
さ
れ
た
と
き

は
、
厚
生
年
金
か
ら
国
民
年

金
（
第
１
号
被
保
険
者
）
へ

の
変
更
の
届
出
が
必
要
と
な

り
、
ま
た
、
厚
生
年
金
に
加

入
し
て
い
た
方
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
配
偶
者
（
第
３
号
被

保
険
者
）
の
方
も
、
第
１
号

被
保
険
者
へ
の
変
更
の
届
出

が
必
要
で
す
。

　
年
金
手
帳
、
退
職
が
確
認

で
き
る
書
類
、
印
鑑
を
お
持

ち
の
う
え
、
役
場
年
金
係
ま

た
は
川
内
年
金
事
務
所
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
【
国
民
年
金
保
険
料
の
前

納
　
割
引
が
あ
り
お
ト
ク
で

す
！
】

　
国
民
年
金
で
は
、
保
険
料

を
前
払
い
す
る
と
割
引
が
あ

る
「
前
納
」
と
い
う
制
度
が

あ
り
、
口
座
振
替
に
よ
る

「
前
納
」
と
現
金
納
付
に
よ

る
「
前
納
」
が
あ
り
ま
す
。

口
座
振
替
で
「
前
納
」
さ
れ

る
と
現
金
納
付
に
よ
る
「
前

納
」
よ
り
も
割
引
額
が
多
く

お
得
で
す
。

口
座
振
替
に
よ
る
「
前
納
」

の
申
し
込
み
は
、
１
年
度
分

及
び
上
期
６
か
月
（
４
月
分

～
９
月
分
）
は
、
２
月
末
ま

で
に
年
金
事
務
所
必
着
と
な

る
よ
う
に
お
早
め
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
手
続
き
に

は
、
納
付
書
ま
た
は
年
金
手

帳
、
通
帳
、
金
融
機
関
届
出

印
を
持
参
の
上
、
金
融
機
関

ま
た
は
川
内
年
金
事
務
所
へ

口
座
振
替
申
出
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

●
12
月
の
火
災
・
救
急
情
報

○救　急
◆出動件数 　108件
　運んだ人 　103人
◆内 訳
　急　病 　68件64人
　交通事故 ８件８人
　その他　 32件31人

○火　災
なし

■広告掲載料

　～広告を掲載しませんか？広告主大募集！～

・広報さつま　１枠 １万円（縦6.0㎝×横8.5㎝）

・町ホームページ（行政サイト）１月8,000円

・町公用封筒（定型封筒長型３号）

　　　　　　　１枠３万円（縦10.0㎝×横8.5㎝）

・てんがらなび（住民交流サイト）１月5,000円

■詳しくは町ホームページをご覧ください。
　　http://www.satsuma-net.jp/



●お問い合わせ：さつま町役場　ＴＥＬ(５３)１１１１　ＦＡＸ(５２)３５１４■くらしの情報

健
康
増
進
課 

健
康
増
進
係

 

　
　
　
　
内
線
２
１
４
３

福
祉
課 

福
祉
障
害
係
　

　
　
　
　 

内
線
２
１
３
４

総
務
課 

秘
書
人
事
係

　
　
　
　 

内
線
２
２
１
２

税
務
課 

町
民
税
係

 
  

　
　 

 

内
線
２
１
１
２

税
務
課 

収
納
第
１
係

   

　
　  

内
線
２
１
１
３

教
育
委
員
会 

総
務
課

  

　
　 

（
52
）
１
２
３
０地デジの準備

はお済ですか？

アナログ放送終了まで
あとわずか！

お問い合わせ先

デジサポ鹿児島
099（833）2020

総務省
地デジチューナー
支援センター

役場 企画課
地域振興係(内線2223)

0570-033840

地デジに関する

16広報さつま17 広報さつま

町
長
の
動
静
（
平
成
22
年
12
月
）

がんばれ 認定農業者!!　シリーズ57

　野元浩幸さんは、平成12年11月に認定農業者

として認定されました。現在、生産牛13頭・農

作業受託・人工授精などを主に経営されていま

す。町外の農業高校を卒業、農業大学に進学後、

町内の畜産農家で研修され現在に至っています。

　就農当時は、牛の飼料の確保に苦慮されてい

ましたが、今では家畜の病気など衛生面でも気

を遣います。

　「丹精込めて育てた牛が品評会などで上位に

なれば、やる気も出てくる」と畜産の魅力を話

されます。

　神子区畜産振興会長の職も担い、地元の消防

団員としても活躍されている野元さんは、今後

「牛舎などの基盤整備を行い、飼育頭数を増や

していきたい」と抱負を話されました。

※
主
な
会
議
及
び
行
事
を
抜
粋
（
庁
内
の
会
議
、
打
ち
合
わ
せ
は
除
く
。
）

野 元 浩 幸さん 49歳

の も と ひろゆき

さつま町神子

町長交際費執行状況(12月分)

・12月16日

先進地視察研修時（人吉

市）

2,310円

・12月16日

滞納整理指導官退任式時

記念品ほか

31,992円

・12月21日

農林業振興政策に関する

意見交換会時

21,000円

・12月３日
国土交通省九州地方整備
局との協議時

4,620円

・12月12日
叙勲受章祝賀会時（元さ
つま町消防団副団長　赤
﨑氏）

3,500円

12
月
１
日

　
　
２
日

　
　
３
日

　
　
６
日

　
　
７
日

　
　
８
日

　
　
９
日

　
　
10
日

　
　
12
日

　
　
13
日

　
　
14
日

　
　
15
日

　
　
16
日

　
　
17
日

　
　
19
日

　
　
20
日

　
　
21
日

　
　
22
日

　
　
24
日

　
　
27
日

　
　
28
日

　
　
29
日

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
金
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

全
国
町
村
長
大
会
並
び
に
地
元
選
出
国
会
議
員
へ
の
要
望
（
東
京
都
）

北
薩
空
港
幹
線
道
路
整
備
促
進
期
成
会
、
国
道
３
２
８
号
整
備
促
進
期
成
会
に
よ
る
要
望
会
（
地
元

選
出
国
会
議
員
及
び
民
主
党
な
ど
）
（
東
京
都
）

水
力
交
付
金
確
保
及
び
水
源
地
域
振
興
対
策
総
決
起
大
会
並
び
に
関
係
国
会
議
員
等
へ
の
要
望
（
東
京
都
）

本
会
議
（
12
月
定
例
会
開
会
）
▽
県
市
町
村
共
済
組
合
組
合
会
（
鹿
児
島
市
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
定
例
会

年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
運
動
出
発
式
　
▽
療
育
施
設
設
置
者
と
の
協
議

本
会
議

本
会
議
　
▽
町
消
防
団
幹
部
会

赤
崎
清
秀
氏
叙
勲
受
賞
祝
賀
会

か
ご
し
ま
み
ど
り
の
基
金
事
務
局
長
と
の
協
議
　
▽
北
さ
つ
ま
農
協
長
と
の
協
議

常
任
委
員
会
町
長
総
括
質
疑

叙
勲
受
章
報
告
（
元
さ
つ
ま
町
消
防
団
長
　
櫛
山
健
一
氏
）
▽
常
任
委
員
会
町
長
総
括
質
疑

文
部
科
学
大
臣
表
彰
伝
達
式
（
京
友
会
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
）

３
役
調
整
会
議
（
12
月
期
）
▽
辞
令
交
付
式
（
滞
納
整
理
指
導
官
）

消
防
救
急
車
納
車
検
査
　
▽
町
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
　
▽
滞
納
整
理
指
導
官
を
送
る
会

し
尿
収
集
車
納
車
本
検
査
　
▽
区
公
民
館
長
定
例
会
　
▽
電
源
開
発
㈱
大
阪
支
店
長
と
の
意
見
交
換

公
設
市
場
ま
つ
り
　
▽
中
央
公
民
会
餅
つ
き
大
会
　
▽
あ
な
が
わ
営
農
組
合
収
穫
祭

薩
摩
特
産
売
り
場
感
謝
祭
　
▽
つ
る
だ
自
慢
館
感
謝
祭

叙
勲
伝
達
式
（
元
宮
之
城
町
議
会
議
員
　
仮
屋
瀬
鉄
男
氏
）

農
政
連
さ
つ
ま
支
部
か
ら
の
要
望
　
▽
太
陽
福
祉
セ
ン
タ
ー
総
務
部
会

町
振
興
計
画
審
議
会
　
▽
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
と
の
意
見
交
換
会

九
州
財
務
局
鹿
児
島
財
務
事
務
所
と
の
意
見
交
換
　
▽
入
札

全
国
市
町
村
職
員
共
済
組
合
連
合
会
総
会
（
東
京
都
）

本
会
議
（
最
終
日
）
▽
電
子
入
札
　
▽
議
会
と
の
懇
談
会

南
国
バ
ス
本
社
へ
の
要
望
（
鹿
児
島
市
）

消
防
本
部
年
末
訓
辞
　
▽
本
検
査
（
防
災
行
政
無
線
）
▽
職
員
表
彰
式
、
辞
令
交
付
式
及
び
仕
事
納
め
式

年
末
特
別
警
戒
巡
視
（
白
男
川
・
泊
野
・
一
ツ
木
・
平
川
分
団
）

●
健
康
診
査
日
程

　
　
　
　
【
２
・
３
月
分
】

乳
幼
児
健
診
・
健
康
相
談

■
１
歳
６
ヶ
月
児

 
 
 

　
（
Ｈ
21
．
６
生
）

　
２
月
１６
日
（
水
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１

　
時
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー

）

■
３
歳
児
（
Ｈ
19
．
12
生
）

　
２
月
２３
日
（
水
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１

　
時
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー

）

■
２
歳
６
ヶ
月
児

　
歯
科
健
康
診
査

　
　
　
　
（
Ｈ
20
．
８
生
）

　
３
月
３
日
（
木
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１

　
時
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー

）

■
す
く
す
く
育
児
相
談

　
３
月
４
日
（
金
）

　
午
前
９
時
３０
分
～
午
前
１０

　
時
30
分
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
４
～
５
ケ
月
児

　
産
婦
健
康
診
査

　
　
　
（
Ｈ
22
．
10
生
）

　
３
月
９
日
（
水
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１

　
時
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー

）

■
母
子
健
康
手
帳
交
付
　

　
２
月
２８
日
（
月
）

　
３
月
１４
日
（
月
）
　

　
午
前
９
時
３０
分
～
午
前
１１

　
時
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

※
健
康
保
険
証
、
印
鑑
を
お

持
ち
の
上
、
ご
夫
婦
で
お
い

で
く
だ
さ
い
。

■
フ
ッ
化
物
塗
布
　

　
２
月
１６
日
（
水
）

　
２
月
２３
日
（
水
）

　
３
月
３
日
（
木
）

　
午
後
３
時
～
午
後
４
時
受

　
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
総
合
健
康
相
談

　
３
月
１
日
（
火
）

　
午
前
９
時
３０
分
～
午
前
１１

　
時
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

●
楽
々
健
康
ウ
ォ
ー
ク

■
ミ
ス
テ
リ
ー
コ
ー
ス

　
２
月
１３
日
（
日
）
午
前
８
時

　
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
出
発

■
史
跡
め
ぐ
り
コ
ー
ス

　
２
月
２６
日
（
土
）
午
前
８
時

　
か
ぐ
や
姫
グ
ラ
ウ
ン
ド
出
発

●
心
配
ご
と
相
談
所

■
毎
週
木
曜
日

　
午
前
１０
時
～
正
午

　
宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
　 

　

　
　
（
５２
）
１
１
２
３

●
軽
自
動
車
税
の
課
税
に
つ
い
て

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４

月
１
日
現
在
の
軽
自
動
車
等

の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

廃
車
を
し
た
り
、
他
人
に
譲

っ
た
り
し
た
場
合
は
、
廃

車
・
名
義
変
更
の
手
続
き
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
、
今
春
卒
業
す
る
学

生
が
使
用
し
て
い
る
バ
イ
ク

等
の
売
買
に
よ
る
廃
車
・
名

義
変
更
の
手
続
き
に
つ
い
て

は
、
早
め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ

う
。
　
ま
た
、
農
作
業
用
と
し
て

使
用
し
て
い
る
コ
ン
バ
イ
ン

及
び
ト
ラ
ク
タ
は
、
「
小
型

特
殊
自
動
車
」
に
該
当
し
ま

す
の
で
、
町
の
標
識
（
緑
色

ナ
ン
バ
ー
）
の
交
付
を
受
け

て
い
な
い
方
は
早
め
に
申
告

を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
本
庁
税
務
課
町
民
税
係

　
　
　
（
内
線
２
１
１
２
）

　
鶴
田
支
所
税
務
係

　
　
　
（
内
線
４
２
１
４
）

　
薩
摩
支
所
税
務
係

　
　
　
（
内
線
６
１
１
５
）

●
今
月
の
納
税
な
ど

　
国
民
健
康
保
険
税
第
８
期

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
８
期

　
介
護
保
険
料
第
８
期

　
【
納
期
限
２
月
２８
日
】

●
さ
つ
ま
町
奨
学
資
金
制
度
に
つ
い
て

　
高
等
学
校
（
高
等
専
門
学

校
）
、
短
期
大
学
、
専
門
学

校
、
大
学
等
に
在
籍
し
、
経

済
的
な
理
由
に
よ
り
学
費
の

支
出
が
困
難
な
方
に
対
し

て
、
無
利
子
で
学
費
を
貸
与

す
る
奨
学
資
金
貸
付
制
度
が

あ
り
ま
す
。

■
奨
学
資
金
の
種
類 

①
普
通
奨
学
資
金

・
公
立
高
等
学
校
及
び
専
門

学
校
に
在
学
し
て
い
る
方
。

月
額
１
０
，
０
０
０
円
以
内

・
私
立
高
等
学
校
及
び
専
門

学
校
に
在
学
し
て
い
る
方
。

月
額
２
０
，
０
０
０
円
以
内

・
大
学
及
び
専
修
学
校
に
在

学
し
て
い
る
方
。

月
額
３
０
，
０
０
０
円
以
内

②
農
業
自
営
者
育
成
奨
学
資
金

・
農
業
関
係
の
高
等
学
校
又

は
こ
れ
と
同
等
と
認
め
ら
れ

る
試
験
場
・
研
究
所
な
ど
に

在
籍
す
る
方
。

月
額
１
２
，
０
０
０
円
以
内

・
農
業
関
係
の
大
学
又
は
こ

れ
と
同
等
と
認
め
ら
れ
る
試

験
場
・
研
究
所
な
ど
に
在
籍

す
る
方
。

月
額
２
２
，
０
０
０
円
以
内

■
貸
付
条
件
な
ど

・
本
町
に
住
所
を
有
す
る
者

の
子
弟
で
あ
る
こ
と
。

・
普
通
奨
学
資
金
の
貸
付
対

象
者
は
、
他
の
奨
学
資
金

（
無
利
子
の
も
の
に
限
る
）

の
採
用
外
に
な
っ
た
者
で
あ

る
こ
と
。
た
だ
し
、
薩
摩
中

央
高
校
の
在
校
生
及
び
卒
業

生
は
こ
れ
に
限
ら
な
い
。

・
奨
学
資
金
の
返
還
は
在
学

期
間
終
了
後
、
６
か
月
を
経

過
し
た
月
の
翌
月
か
ら
、
貸

付
金
額
に
応
じ
て
定
め
ら
れ

た
期
間
内
に
返
還
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
詳
細
・
申
込
み
に
つ
い
て

は
、
町
教
育
委
員
会
総
務
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
退
職
者
に
つ
い
て

　
１２
月
３１
日
付
け
退
職
者
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
古
川
耕
太
郎
　
介
護
保
険

課
主
幹



※
「
誕
生
・
お
く
や
み
」
は
、
届
出
人
が

　
同
意
さ
れ
た
方
だ
け
掲
載
し
て
い
ま
す
。

こ つ じ き よ ゆ き

宮之城文化懇談会

会長

小 辻 清 行 (77歳)さん

1歳で～す
毎月１番最初に
　生まれた赤ちゃん

平成２２年２月３日生

ちゃん

ちゃん

は る きほ り の う ち

堀之内春記

五日町 公民会

両親から一言

父　成　昭　さん
母　聡　美　さん

明るく元気な子に
　　　　　育ってね！

平成２２年２月３日生

み くさ か た

坂田未空

船木下 公民会

両親から一言

父　　亮　　さん
母　典　子　さん

私達の宝物です。
　　　　　　ちゅ

　（宮之城屋地）
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12
月
16
日
～
１
月
15
日
届
出
分
（
16
人
）
　敬
称
略

性
別

保
護
者

公
民
会

あ
か
ち
ゃ
ん

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

12
月
16
日
～
１
月
15
日
届
出
分
（
36
人
）
敬
称
略

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会

　
「
体
は
年
を
取
っ
ち
ょ
っ
ど
ん
、

心
は
や
る
気
に
満
ち
溢
れ
ち
ょ
っ

た
っ
ど
」
と
高
齢
を
感
じ
さ
せ
な

い
小
辻
さ
ん
が
会
長
を
務
め
る

「
宮
之
城
文
化
懇
談
会
」
は
、
昭

和
６３
年
１
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
文
化
と
は
伝
統
で
あ
り
、
習

慣
で
あ
り
、
歴
史
で
あ
る
」
と
い

う
理
念
の
も
と
に
郷
土
の
歴
史
・

民
族
・
風
景
な
ど
に
関
心
を
持
つ

仲
間
で
当
時
は
約
４０
人
の
会
員
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
会
の
主
な
活
動
は
、
会
誌
の
発

行
、
虎
居
城
や
紫
尾
山
の
成
り
立

ち
な
ど
の
解
明
、
「
交
響
的
組
曲

紫
尾
山
」
の
作
詩
作
曲
、
旧
街
道

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、
県
内
外
の
美
術

館
の
視
察
な
ど
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
過
去
に
は
「
ち
く
り
ん
園
遊

会
」
と
名
付
け
た
イ
ベ
ン
ト
を
催

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
会
誌
「
宮
之
城
文
化
」
は
、
平

成
３
年
２
月
に
創
刊
さ
れ
、
以
来

２
年
に
１
回
の
ペ
ー
ス
で
発
行
、

昨
年
１０
月
に
は
第
１１
号
の
発
行
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
他
に
は
、
虎

居
城
の
歴
史
を
綴
っ
た
「
虎
居
城

物
語
」
な
ど
、
著
書
も
多
く
発
行

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
会
員
で
様
々
な
活
動
を
さ
れ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
が
、
平
成
１２
年
に

泊
野
側
か
ら
紫
尾
山
へ
向
か
っ
て

５
人
で
散
策
さ
れ
た
時
に
、
全
員

が
「
辺
り
一
面
紫
色
に
見
え
た
」

と
い
う
神
秘
的
な
体
験
も
さ
れ
た

そ
う
で
す
。

　
会
員
の
横
山
よ
り
子
さ
ん
は

「
こ
の
宮
之
城
文
化
懇
談
会
は
音

楽
・
詩
・
絵
画
・
歴
史
な
ど
多
様

な
ジ
ャ
ン
ル
の
方
々
が
小
辻
会
長

の
不
思
議
な
魅
力
に
引
か
れ
て
集

ま
っ
て
い
る
よ
う
な
団
体
」
と
分

析
さ
れ
ま
す
。

　
「
欲
望
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
も
な

る
が
、
倫
を
踏
み
は
ず
す
こ
と
に

も
な
る
」
と
い
う
信
条
を
持
っ
て

日
々
過
ご
さ
れ
て
い
る
小
辻
さ
ん

は
「
私
た
ち
の
町
は
実
に
素
晴
ら

し
い
風
景
に
恵
ま
れ
て
る
。
大
鶴

湖
・
川
内
川
・
紫
尾
山
そ
れ
に
温

泉
な
ど
、
私
た
ち
は
こ
の
よ
う
な

恵
を
ご
く
当
た
り
前
と
し
て
受
け

止
め
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
自
然
を

喜
び
と
し
て
表
現
し
、
形
と
し
て

い
ろ
い
ろ
な
芸
術
が
発
生
し
て
い

い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
こ
の
町
に
住
む
一
人
ひ

と
り
が
四
季
の
変
化
に
敏
感
に
反

応
す
る
感
性
を
持
ち
た
い
も
の
だ

と
思
い
ま
す
」
と
思
い
を
話
さ
れ

ま
す
。

　
町
の
文
化
協
会
長
も
務
め
ら
れ

て
い
る
小
辻
さ
ん
は
、
忙
し
い
合

間
を
見
な
が
ら
、
趣
味
の
詩
集
発

行
の
準
備
に
も
余
念
が
あ
り
ま
せ

ん
。

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

篤

志

寄

付

・
紫
尾
区
大
衆
浴
場 

上
之
原
純
夫

市
來
　
ツ
ミ
　
90
　
求
名
町
　

　
村
ワ
タ
ル
　
100
　
下
平
川

米
元
ス
ヱ
子
　
84
　
旭

染
川
ハ
ツ
ネ
　
93
　
虎
居
町

上
之
原
征
喜
　
71
　
紫
尾
中

稲
津
マ
サ
子
　
83
　
虎
居
町

萩
原
　
　
哲
　
82
　
大
畝
町

児
玉
　
利
秋
　
82
　
海
老
川

本
田
　
　
計
　
78
　
城
之
口

村
田
　
重
利
　
83
　
櫃
ヶ
迫

鍋
田
　
ハ
ル
　
82
　
川
原
町

松
下
　
貞
範
　
76
　
西
町

上
別
府
正
光
　
80
　
岩
元

有
木
　
光
子
　
72
　
下
手

池
田
　
正
文
　
76
　
大
長

島
子
　
鶴
實
　
98
　
柊
野
中
間
下

谷
山
ス
ミ
エ
　
96
　
紫
尾
上

有
村
　
速
美
　
90
　
鶴
宮
園

新
改
　
　
德
　
87
　
時
吉
新
町

　
村
ユ
キ
ヱ
　
85
　
柊
野
上
向
江

久
留
ア
キ
コ
　
97
　
二
渡

酒
匂
サ
エ
子
　
89
　
時
吉
中
城

外
室
　
鐵
男
　
83
　
種
子
田

大
野
　
惠
子
　
83
　
大
野

林
　
　
盈
郎
　
82
　
轟
原

愛
甲
　
十
助
　
81
　
広
橋

時
吉
ア
サ
ヱ
　
97
　
中
央

大
庭
ク
ミ
子
　
93
　
新
田

白
石
　
節
子
　
76
　
弓
之
尾

七
搦
　
吉
江
　
83
　
新
町

外
山
　
ト
ヱ
　
91
　
下
狩
宿

堀
池
　
　
弘
　
67
　
湯
田
中

宮
之
原
シ
ケ
子
　
83
　
山
神

内
村
　
ナ
ル
　
84
　
浅
井
野

脇
之
薗
　
茂
　
61
　
あ
な
が
わ

土
持
　
幾
美
　
97
　
城
之
口

坂
　
元
　
志
　
成
　
　
洋
　
平
　
下
平
川

坂
　
元
　
煌
　
哉
　
　
伸
　
二
　
下
平
川

山
　
下
　
美
　
空
　
　
敏
　
博
　
上
中
福
良

南
　
原
　
爽
　
歩
　
　
耕
　
平
　
京
塚
原

新
　
田
　
健
　
琉
　
　
良
　
太
　
新
町

岸
　
良
　
柚
　
希
　
　
龍
　
樹
　
城
之
口

内
　
山
　
ゆ
　
い
　
　
寿
　
弘
　
川
原
町

服
　
部
　
　
蒼
　
　
　
憲
　
昌
　
観
月
台

平
　
　
　
　
悟
　
　
　
博
　
行
　
駒
ヶ
段

岩
　
下
　
優
　
月
　
　
雅
　
人
　
吉
川

上
川
畑
　
心
　
海
　
　
秀
　
樹
　
下
京
塚
原

松
　
下
　
は
　
な
　
　
隆
　
行
　
東
町

吉
　
松
　
芽
　
依
　
　
勇
　
作
　
愛
宕

中
　
馬
　
丈
　
琉
　
　
大
　
輔
　
虎
居
町

佐
　
藤
　
嵩
　
馬
　
　
一
　
男
　
愛
宕

福
　
留
　
永
　
遠
　
　
大
　
輔
　
船
木
下

男男男男男男男男 女女女女女女女女

さ

か

も

と

ゆ

き

な

り

さ

か

も

と

こ

う

や

や

ま

し

た

み

く

み
な
み
は
ら

さ

ほ

し

ん

で

ん

た

け

る

き

し

ら

う

ち

や

ま

ゆ

ず

き

は

っ

と

り

そ

う

い

わ

し

た

ま

つ

し

た

ゆ

ず

よ

し

ま

つ

め

い

ち
ゅ
う
ま
ん

た

け

る

さ

と

う

し
ゅ
う
ま

ふ
く
ど
め

と

わ

か
み
か
わ
ば
た

こ

こ

み

さ
と
る

ひ
ら

作品用展示パネルや公民館貸出し用のワイヤレスアンプなどを整備！

～コミュニティ助成事業（宝くじ助成事業）～

　平成22年度のコミュニティ助成事業（宝くじ助成
事業）では、山崎区が様々な教養・文化活動などで
活用される作品展示用パネルや視聴覚機器と、町か
ら公民館へ貸出し用としてワイヤレスアンプが整備
されました。
　このコミュニティ助成事業は、財団法人自治総合
センターが宝くじの普及広報のために行っている助
成事業です。今回の整備により、公民館交流を主体と
した各活動がより活性化されることが期待されます。

２１世紀のがん治療「粒子線治療」

　平成23年１月、メディポリス指宿（指宿市）に九州で
初めての「がん粒子線治療研究センター」が開業しまし
た。粒子線治療は身体への負担を最小限に抑えることが
できるため、趣味やお仕事、スポーツといった普段と変
わらない生活を送りながら治療をすることが可能です。

財団法人メディポリス医学研究財団

がん粒子線治療研究センター鹿児島県指宿市東方5188番地

＜患者さん相談窓口＞ＴＥＬ0993-24-3456

整備された作品展示用パネル

センター外観
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■

一
部

あ
た

り
単

価
４

２
円

（
税

込
）

【２月】

　６日　とどろ薬局　　　５２－２５２５

１１日　ウチ薬局　　　　５３－００６３

１３日　青空薬局　　　　５２－０１０１

２０日　タバタ薬局　　　２１－３３４４

２７日　ぎんざ薬局　　　５３－００１１

【３月】

　６日　きりん薬局　　　５２－２０３３

１３日　青空薬局　　　　５２－０１０１

わたしたちの町

推計人口による

休日在宅医 休日薬局

人　口　23,965人（- 25人） 

　男　　11,081人（- 12人）

　女　　12,884人（- 13人）

    世帯数　10,287世帯

 転入   53人　転出   55人

 出生　 23人　死亡   46人

 （平成23年１月１日現在）

     （　）は前月対比

【２月】

　６日　小緑内科　　　　　　５２－１６７６

１１日　林田内科　　　　　　５３－１１７７

１３日　薩摩郡医師会病院　　５３－０３２６

２０日　海江田医院　　　　　５３－０００６

２７日　クオラリハビリテーション病院　 ５３－１７０４

【３月】

　６日　さくらクリニック　　５３－１４５１

１３日　薩摩郡医師会病院　　５３－０３２６

み や た ひ ろ き

永野小学校６年

宮 田 紘 希 くん

「化石探し」がきっかけに！
ぼくの将来の夢は、博物館の学芸員になることです。ぼく

が、この仕事につきたいと思ったきっかけは、去年化石探

しをしたことです。石を割ると、きれいな木の葉の化石が

出てきて、うれしくてたまりませんでした。そして、自分

が発くつしたものを展示して、見る人によろこんでもらい

たいと思いました。これから、専門の本を読んで、昔どこ

にどんな生き物がいたかや、昔の人々の暮らしをくわしく

勉強したいと思います。

※休日在宅医や薬局は都合により、変更になる場合があります。受診の際は、医療機関に電話で確認してください。町のホームページでも紹介しています。
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